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「
ケ
ヤ
キ
の
道
」
結
成

　

廃
線
と
な
っ
た
旧
路
線
沿
い
の
斜

面
に
は
、
約
3
万
本
の
ケ
ヤ
キ
が
そ

び
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
か
つ
て
「
鉄
道
林
」
と

し
て
地
滑
り
防
止
の
た
め
に
植
林
さ

れ
た
も
の
で
、
全
国
で
も
ま
れ
に
見

る
規
模
の
ケ
ヤ
キ
林
で
す
。
廃
線
と

な
っ
た
後
、
地
元
の
明
科
潮
沢
区
に

は
、
こ
の
財
産
を
次
世
代
に
引
き
継

ぎ
た
い
と
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま

し
た
。　

　

ま
た
歳
月
が
た
つ
に
つ
れ
、
現
地

の
荒
廃
は
進
み
、
土
砂
災
害
の
発
生

や
生
い
茂
っ
た
草
木
の
中
に
は
大
量

の
不
法
投
棄
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
も
「
け
や
き
の
森
自
然

園
」
で
は
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の

造
成
や
山
野
草
の
移
植
な
ど
、
地
元

住
民
が
積
極
的
に
整
備
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
本
格
的
な
整
備

を
行
う
た
め
、
平
成
18
年
4
月
、
地

元
有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

「
ケ
ヤ
キ
の
道
」が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
の
誇
り
を
次
世
代
に

　
「
ケ
ヤ
キ
の
道
」
は
ま
ず
、
県
や

市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
刈
払
機

や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
、
10
数
台
の

整
備
用
具
を
購
入
。
下
草
刈
り
や
ケ

ヤ
キ
林
の
間
伐
、
歩
道
の
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
荒

廃
が
進
ん
で
い
た
廃
線
敷
は
、
少
し

ず
つ
整
備
が
進
み
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

に
利
用
で
き
る
約
6
㌔
の
廃
線
敷

コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

復
活
！　

漆
久
保
ト
ン
ネ
ル

　

程
な
く
、
こ
の
廃
線
敷
コ
ー
ス
は

明
治
の
鉄
道
の
面
影
を
楽
し
め
、
豊

富
な
ケ
ヤ
キ
の
中
を
歩
け
る
コ
ー
ス

と
し
て
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
昨
年
度
、
こ
の
コ
ー
ス
を
訪

れ
た
人
は
、
市
観
光
協
会
を
経
由
し

た
人
だ
け
で
も
６
５
０
人
を
記
録
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
観
光
客
か
ら
は
、

廃
線
と
と
も
に
鉄
の
扉
で
閉
鎖
さ
れ

て
い
た「
漆う
る
し
く
ぼ

久
保
ト
ン
ネ
ル
」の
開
放

を
望
む
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
扉
を
撤
去
し
、

ト
ン
ネ
ル
内
部
の
補
修
・
周
辺
の
整

備
を
進
め
ま
す
。そ
し
て
本
年
４
月
、

市
民
や
関
係
者
約
80
人
が
参
加
す
る

中
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
ト

ン
ネ
ル
は
再
び「
開
通
」し
ま
し
た
。

篠
ノ
井
線
開
通

　

篠
ノ
井
線
誕
生
の
歴
史
は
、
今
か

ら
１
０
０
年
以
上
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。

　

着
工
は
明
治
29
年
10
月
。
明
科
―

西
条
間
は
大
小
5
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が

あ
り
、工
事
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

特
に
第
2
白
坂
隧ず
い
ど
う道（
ト
ン
ネ
ル
）で

は
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
る
ほ
ど
の

難
工
事
と
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、6

年
余
の
歳
月
を
費
や
し
、
明
治
35
年

12
月
に
全
線
開
通
。
中
央
本
線
よ
り

4
年
も
早
い
開
通
で
し
た
。

　

な
ぜ
、
中
央
本
線
よ
り
も
早
く
で

き
た
の
か
。
こ
の
背
景
に
は
、
当
時
、

全
国
生
産
量
の
約
25
％
も
占
め
て
い
た

岡
谷
の
製
糸
業
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

　

明
科
駅
の
隣
駅
、
西
条
駅
周
辺
に

は
当
時
、
炭
坑
が
あ
り
、
そ
こ
の
石

炭
を
産
業
地
・
岡
谷
の
近
く
ま
で
運

ぶ
こ
と
が
こ
の
路
線
の
大
き
な
役
割

で
し
た
。
つ
ま
り
、
篠
ノ
井
線
は
、

明
治
時
代
の
日
本
の
産
業
発
展
に
欠

か
せ
な
い
存
在
だ
っ
た
の
で
す
。

　
篠
ノ
井
線
の
全
線
開
通
か
ら
72
年

後
、
国
鉄
は
鉄
道
の
高
速
化
を
目
指

し
、
明
科
―
西
条
間
９
・
７
㌔
を
直

線
的
に
結
ぶ
、
新
し
い
線
路
の
建
設

を
進
め
ま
す
。途
中
、財
政
悪
化
に
よ

る
中
断
時
期
が
あ
っ
た
も
の
の
、
昭

和
63
年
9
月
に
は
開
通
。
篠
ノ
井
―

塩
尻
間
は
67
・
９
㌔
か
ら
66
・
７
㌔
に

な
り
、１
・
２
㌔
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
線
路
の
完
成
に
伴

い
、
旧
線
は
そ
の
役
割
を
終
え
、
86

年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。

１

由
来

86
年
間
の
幕
を
閉
じ
る

廃
線
敷
を
歩
く

白坂隧
ず い ど う

道（トンネル）貫通記念　明治33年10月、　明科東川手の池桜口でのトンネル貫通祝いのようす

明科公民館前庭にある
Ｃ56型蒸気機関車。

開業間もないころの明科停車場（駅）  明治
35 年に開業。それまでの明科は 70 戸ほ
どの寒村に過ぎなかった。（小山節子さん
資料提供）

特集 ◎ 廃線敷を歩く
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復
活
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旧第 2白坂トンネル

漆久保
トンネル

潮　沢
信号場

けやきの森
自然公園

0.7㌔
15分

0.7㌔
15分

1.0㌔
20分

0.9㌔
15分

0.9㌔
20分

あやめまつり記念ウオーキングコース
～約 6㌔約 2 時間半～

スタート

ゴール

P

国
道
４
０
３
号
線

三五山
トンネル

潮神明宮

あやめ公園

木戸

東平

1.0㌔
15分

1.2㌔
30分

木
戸
橋

国道 1 9 号線


